
第２章 複素数平面 １・複素数平面

１０ ２ 複素数の極形式（その１）

（１／３）■ 複素数の極形式② ■

極形式をａ＋ｂｉの形で表す

◇《極形式をａ＋ｂi の形で表す》 学力化 · ／ ，

★解法の技術★

絶対値が ，偏角が である複素数を ａ＋ｂi の形で表し，図示せよ。

【考え方】ｚ≠０のとき，ｚ＝ａ＋ｂi ＝ｒ(cosθ＋i sinθ)

ただし，ｒ＝｜ｚ｜＝ ，cosθ＝ ，sinθ＝ Ïｒ＞０

［答 案］

１ ｒとθよりｚを図で表すと，右図のようになる。

Ï絶対値と偏角より複素数を複素数平面上に表す。

２ 図を見て，ｚを極形式で表すと，

ｚ＝ (cos ＋i sin )

３ 三角比をその値で表すと，

ｚ＝ ( ＋ i )

４ 分配法則で( )をはずすと，
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■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。




